








周組織破壊 が進行 した慢性歯周炎患者に対 し,犬













　 治療経過:歯 周基本治療 による炎症の コン ト
ロールに加えて犬歯尖頭 にレジンを添加 して犬歯
誘導 を回復 した。歯周基本治療後に再評価 を行い
上顎左側 ・下顎両側臼歯部にエ ム ドゲインRを
用いた歯周組織再生療法ならびに下顎両側臼歯部
に遊離歯肉移植術を実施 した。現在は病状 も安定
し2ヵ 月に1回 のSPTを継続 している。
【考　察】本症例では不良なプラークコントロー




ポジッ トレジンを添加 し,臼歯部を暫間固定 して
外傷性咬合の軽減 を図った後,歯 周治療 を実施 し







加 し犬歯誘導を回復 させた。一方,犬 歯の歯周炎
が進行 している場合にはグループファンクション
を選択するのが妥当であろう。
【結　語】不良な犬歯誘導がリスク因子 として関
わり臼歯部の慢性歯周炎が増悪 した症例の診断お
よび治療経過の詳細 を報告 した。
